
　
県 と 市 と 公 社 の 関 係 者

で 、 と き ど き 調 整 会 議 を 開き 、 意 見 を 出 し 合 い 全 員 で考 え 、 納 得 し て 進 め ら れ たの が 良 か っ た の だ と 思 い ます 。 振 り 返 る と 、 東 関 道 の時 も 同 様 で し た が 、 室 員 の皆 様 が 用 地 交 渉 に あ た り 、地 権 者 さ ん の 話 に 真 摯 に 耳を 傾 け 、 地 権 者 さ ん の 立 場に 立 っ て 、 時 に は 一 緒 に 悩み 、  勉 強 す る な ど し た 結 果 、多 く の 方 々 に 快 く 了 解 い ただ け た の だ な と 、 し み じ み思 っ て お り ま し た 。　
こ う し て 、 ２ 年 間 で ２ ９

７ 名 の 方 々 と 契 約 を 結 ぶ こと が で き ま し た （ 契 約 率
9 7・ ３ ％ ）  。 残 り の 方 々 の

対 応 に つ い て は 水 戸 土 木 事務 所 に お ま か せ し て 、 業 務を 終 え た の で す 。 改 め て 、関 係 さ れ た 方 々 に 深 く 感 謝申 し 上 げ ま す 。　
こ の 道 路 は 、 そ の 後 関 係

者 の 皆 様 の 頑 張 り に よ り 、用 地 取 得 開 始 か ら ６ 年 後 の令 和 ３ 年 （ ２ ０ ２ １ 年 ） ６月 に 全 線 開 通 と な り ま した 。 こ の 全 線 開 通 に よ り 、茨 城 空 港 の 利 便 性 は 大 幅 に向 上 し た の で す 。　
こ の 道 路 は 常 磐 自 動 車 道

れ ぞ れ の 区 間 を 分 担 し て もら い 、 個 別 訪 問 を 主 体 に 頑張 っ て も ら い ま し た 。 ル ート 上 に は ニ ラ の 生 産 農 家 がた く さ ん あ り ま し た の で 、そ の 補 償 に つ い て は 事 例 をよ く 調 べ て 、 丁 寧 に 行 う よう 指 示 し ま し た 。

　
県 で は 、 茨 城 空 港 と 常 磐

自 動 車 道 石 岡 小 美 玉 ス マ ート Ｉ Ｃ を １ 本 で 結 ぶ 新 た なバ イ パ ス の 検 討 を 進 め 、 平成

2 7年 （ ２ ０ １ ５ 年 ） ４ 月

に 事 業 化 し ま し た 。　
当 初 、 こ の バ イ パ ス の 名

称 は 「  （ 仮 称 ） 石 岡 小 美 玉ス マ ー ト Ｉ Ｃ ア ク セ ス 道路 」 で し た 。 茨 城 空 港 を どこ と 結 ぶ の か 表 し た 名 称 です 。　
事 業 延 長 は ９ ・ ６ ㎞ で 、

西 側 の ５ ㎞ （ 西 工 区 ） を 茨

　
平 成

2 2年 （ ２ ０ １ ０ 年 ）

３ 月 に 開 港 し た 茨 城 空 港は 、 毎 年 順 調 に 利 用 者 数 を伸 ば し て い ま し た が 、 同 時に 首 都 圏 か ら の 分 か り や すい ア ク セ ス が 求 め ら れ る よう に な っ て き ま し た 。 平 成
2 5年 （ ２ ０ １ ３ 年 ） に 、 東

京 で の オ リ ン ピ ッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク の 開 催 が 決 定 する と 、 茨 城 空 港 は 首 都 圏 第３ の 空 港 と し て の 役 割 を 一層 期 待 さ れ る こ と と な り まし た 。

城 県 が 、  東 側 の ４  ・  ６ ㎞ （ 東工 区 ） を 小 美 玉 市 が 整 備 する こ と と し ま し た 。 こ の 東工 区 は 、 県 の 合 併 市 町 村 幹線 道 路 緊 急 整 備 支 援 事 業 に指 定 さ れ た こ と か ら 、  調 査 、設 計 、 工 事 の 一 部 は 県 が 支援 す る こ と に な り ま し た 。　
こ の バ イ パ ス 整 備 最 大 の

ミ ッ シ ョ ン は 「 東 京 オ リ ンピ ッ ク 開 催 ま で に バ イ パ スを 開 通 さ せ る こ と 」  で し た 。
1 0㎞ 近 い バ イ パ ス を ５ 年 程

度 で 完 成 さ せ た 経 験 は あ りま せ ん で し た し 、 課 題 も たく さ ん あ り ま し た か ら 、 みん な か な り 厳 し い と 思 っ てい ま し た 。

　
国 か ら 受 託 し た 東 関 東 自

動 車 道 の 用 地 取 得 業 務 に 目途 が つ い た 平 成

2 7年 （ ２ ０

１ ５ 年 ）  、 今 度 は 土 木 部 から 大 き な 相 談 が 持 ち 込 ま れま し た 。　
茨 城 空 港 と 石 岡 小 美 玉 ス

マ ー ト イ ン タ ー チ ェ ン ジ を結 ぶ 、 い わ ゆ る 茨 城 空 港 アク セ ス 道 路 （ 延 長 ９  ・  ６ ㎞ ）を 、 県 と 小 美 玉 市 で 施 工 区

や り や す い よ う に 水 戸 合 同庁 舎 内 に 設 置 し た の で す 。　
室 員 に は 、 東 関 道 の 先 例

を 参 考 に 、 用 地 事 務 と 地 権者 さ ん へ の 対 応 の 仕 方 を 徹底 的 に 勉 強 し て も ら い ま した 。 室 長 を 含 め た ６ 名 を 、２ 人 １ 組 の ３ 班 に 分 け 、 そ

業 務 を 土 地 開 発 公 社 に 頼 みた い と い う の で す 。 私 は 空港 に も イ ン タ ー に も 大 き く関 わ っ て き て お り 、 前 々 から で き れ ば い い な と 思 っ てい た 道 路 で し た の で 、 内 部協 議 し て 即 受 託 す る こ と にし ま し た 。　
さ っ そ く 、 県 か ら ４ 名 、

小 美 玉 市 か ら ２ 名 の 職 員 を派 遣 し て い た だ き 、 平 成

2 8

年 ４ 月 、 水 戸 合 同 庁 舎 内 に「 空 港 関 連 道 路 用 地 室 」 を立 ち 上 げ ま し た 。 こ の 事 業の 実 務 は 水 戸 土 木 事 務 所 が行 う の で 、 連 携 し て 仕 事 が

こ の 名 前 し か な い と 考 え まし た 。　
そ の 後 、 多 少 の ア ク シ デ

ン ト に 見 舞 わ れ な が ら も着 々 と 工 事 を 進 め 、 東 京 オリ ン ピ ッ ク 開 催 直 前 の 令 和３ 年  （ ２ ０ ２ １ 年 ）  ６ 月 、  「 茨城 空 港 ア ク セ ス 道 路 」 は 全線 開 通 。 ミ ッ シ ョ ン は 無 事成 功 し ま し た 。　
新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感 染

症 の 影 響 で 東 京 オ リ ン ピ ック が 無 観 客 で の 開 催 と なり 、 当 初 想 定 さ れ た イ ン バウ ン ド 需 要 も な く な り 、 オリ ン ピ ッ ク 期 間 中 の ア ク セス 道 路 の 活 躍 が 見 ら れ ず 少し 残 念 で し た が 、  「 茨 城 空港 ア ク セ ス 道 路 」 は 茨 城 空港 の た め 、 地 域 の た め 、 ます ま す 活 躍 し て い ま す 。　
最 後 に な り ま す が 、 こ の

連 載 記 事 「 茨 城 の 公 共 ・ 公益 事 業 」 は 、 県 土 の 発 展 に尽 く し た 様 々 な プ ロ ジ ェ クト に 再 び 光 を 当 て 、 関 係 者の 証 言 か ら 歴 史 を た ど り 、埋 も れ が ち な 背 景 や 過 程 も文 字 と し て 後 世 に 残 さ れ まし た 。 そ の 意 義 と こ れ ま での ご 努 力 に 深 く 敬 意 を 表 しま す 。

�

（ 島 津 就 子 ）

　
用 地 に つ き ま し て は 、 平

成

2 8年 （ ２ ０ １ ６ 年 ） 度 ～
2 9年 （ ２ ０ １ ７ 年 ） 度 ま で

の ２ 年 間 で

9 7％ を 取 得 す る

こ と が 出 来 ま し た 。 土 地 開発 公 社 の 協 力 が あ っ て こ その 結 果 で す 。 用 地 が 取 得 でき た と こ ろ か ら 、 待 っ た なし で 工 事 を 進 め て い き ま した の で 、 周 辺 は 工 事 だ ら けの 状 況 で し た 。　
令 和 元 年 （ ２ ０ １ ９ 年 ）

９ 月 、 ア ク セ ス 道 路 で 最 初に 開 通 し た の は 、 常 磐 道 石岡 小 美 玉 ス マ ー ト Ｉ Ｃ か ら国 道 ６ 号 間 ま で の ３ ㎞ 区 間で し た 。 道 路 幅 が ４ 車 線 であ り 、 Ｊ Ｒ 常 磐 線 を 跨 ぐ 正上 内 跨 線 橋 が あ る 難 工 事 区間 で し た が 、 石 岡 市 周 辺 の渋 滞 緩 和 に 大 き く 寄 与 で きる 区 間 で あ り 、  「 い き い き茨 城 ゆ め 国 体 」 の 開 催 に 間に 合 わ せ た い と い う 担 当 者の 頑 張 り が 実 り ま し た 。　
ま た 、 こ の 初 め て の 開 通

に 合 わ せ 、 こ の 道 路 の 名 称を  「 茨 城 空 港 ア ク セ ス 道 路 」に 決 定 し ま し た 。 茨 城 空 港へ の ア ク セ ス 道 路 は 他 に もあ り ま す が 、 や は り こ の 道路 の イ ン パ ク ト を 示 す に は

せ て い た だ き ま し た 。 こ れま で 様 々 な プ ロ ジ ェ ク ト を実 現 さ せ て こ ら れ た 方 で すの で 、 同 意 い た だ い た 時 は本 当 に 心 強 か っ た で す 。　
早 期 に 買 収 で き る よ う 、

事 前 に 用 地 交 渉 の 方 式 や 標準 値 価 格 、 補 償 の 考 え 方 など に つ い て 、 理 事 長 に も入 っ て い た だ き 、 打 ち 合 わせ を 行 っ て い き ま し た 。　
土 地 開 発 公 社 の 参 画 に 合

わ せ て 、 理 事 長 の 声 が け で県 と 小 美 玉 市 と 土 地 開 発 公社 の ア ク セ ス 道 路 関 係 者 が一 同 に 集 ま り 、 懇 親 会 を 実施 し た こ と を よ く 覚 え て いま す 。

5 0人 を 超 え る 関 係 者

に よ っ て 意 見 交 換 が 出 来 たこ と で 、 団 結 力 が 生 ま れ 、士 気 は 上 が り 、 事 業 に 推 進力 が 生 ま れ た と 思 っ て い ます 。　
そ し て 、 小 美 玉 市 に は 予

算 の 確 保 や 人 事 面 な ど で 大変 お 世 話 に な り ま し た 。 市職 員 を 、 県 や 土 地 開 発 公 社に 多 数 派 遣 い た だ き ま した 。 県 と 小 美 玉 市 が 良 好 な関 係 を 築 け た こ と が 、 こ のプ ロ ジ ェ ク ト を 支 え て い たと 思 い ま す 。

茨 城  の  公  共 ・  公 益 事  業茨 城  の  公  共 ・  公 益 事  業

〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜

県 開 発 公 社 理 事 長  ・  土 地 開 発 公 社 理 事 長 編 ⑦

い ば ら き の 公 共 事 業 を 紐 解 く

羽 成

　
英 臣 （ は な り

　
ひ で お み ）

　
１ ９ ６ ２ 年 ６ 月

1 8日 生 ま れ 。

6 1歳 。 入 庁 時 期

は

8 6年 で 、 河 川 課 に 配 属 と な っ た 。 そ の 後 、 道

路 建 設 課 長 、 水 戸 土 木 事 務 所 長 、 土 木 部 次 長 など を 経 て 、 ２ ０ ２ ３ 年 ３ 月 に 定 年 を 迎 え た 。 現在 は 当 時 の 経 験 を 活 か し 、 茨 城 県 道 路 公 社 の 理事 長 を 務 め て い る 。

　
早 速 、 事 業 化 に 合 わ せ て

創 設 さ れ た 水 戸 土 木 事 務 所空 港 関 連 道 路 整 備 推 進 室 が事 業 計 画 の 説 明 会 を 開 始し 、 １ 年 目 か ら 路 線 測 量 、道 路 詳 細 設 計 、 用 地 測 量 、土 地 評 価 、 不 動 産 鑑 定 な どを 次 々 と 進 め て い き ま した 。　
し か し 、 取 得 が 必 要 な 用

地 は お よ そ ５ ０ ０ 筆 、 地 権者 は 約 ３ ０ ０ 人 に も 及 ぶ ため 、 通 常 の 執 行 体 制 で 早 期に 用 地 を 取 得 す る こ と は 困難 で す 。 そ の た め 、 用 地 買収 は 茨 城 県 土 地 開 発 公 社 の協 力 を 仰 ぐ し か な い と 考 えま し た 。　
す ぐ に 、 渡 邊 一 夫 茨 城 県

土 地 開 発 公 社 理 事 長 （ 当時 ） に 土 地 開 発 公 社 へ の 委託 ス キ ー ム に つ い て 説 明 さ

茨 城 県 土 地 開 発 公 社 に つ い て ②
～ 茨 城 空 港 ア ク セ ス 道 路 の 用 地 取 得 に 貢 献 ～

分 を 決 め て 整 備 す る こ と にな っ た の で 、 そ の 用 地 取 得

1 0㎞ の バ イ パ ス 、  ５ 年 で 完 成

用 買 か ら ６ 年 後 、  全 線 開 通

元 県 開 発 公 社 理 事 長

渡 邊 一 夫 氏 羽 成 英 臣 氏×
元 県 土 木 部 次 長

（ 当 時 ： 県 水 戸 土 木 事 務 所 長 ）

　
常 磐 自 動 車 道 石 岡 小 美 玉 ス マ ー ト イ ン タ ー チ ェ ン

ジ は 、 平 成

2 3年 ３ 月 に 供 用 開 始 さ れ ま し た 。 一 級 河

川 園 部 川 を 挟 ん だ 石 岡 市 、 小 美 玉 市 の 境 界 付 近 に 、本 線 直 結 型 の フ ル イ ン タ ー と し て 設 置 さ れ ま し た 。こ の イ ン タ ー を 使 っ て 、 茨 城 空 港 の 利 便 性 は 大 幅 に向 上 す る こ と に な る の で す 。 今 回 は 茨 城 空 港 と 、 この イ ン タ ー を 結 ぶ 道 路 の 用 地 取 得 に 関 わ っ た 土 地 開発 公 社 の 話 を し た い と 思 い ま す 。 ２ 年 間 、

5 0回 の 連

載 も 今 回 で 最 後 と な り ま す 。 非 常 に 感 慨 深 い も の があ り ま す が 、 関 係 さ れ た 方 々 に 深 く 感 謝 申 し 上 げ 、締 め と さ せ て い た だ き ま す 。�

（ 弊 社 Ｈ Ｐ ト ピ ッ ク ス に 掲 載 ）

ＮＮ茨 城 空 港 ア ク セ ス 道 路 Ｌ 1 2. 6  ㎞

事 業 延 長 Ｌ 9. 6  ㎞

Ｗ 1 9 ／ 1 3 ｍ （ 4 車 線 ）

西 工 区 5 ㎞ 東 工 区 4. 6 ㎞

供 用 済 み 延 長
Ｌ 3 ㎞

Ｒ 元. 9. 2 1 供 用
Ｌ 3 ㎞

Ｒ 2. 8. 2 6 供 用
Ｌ 3. 4 ㎞

Ｒ 元. 9. 2 1 供 用
Ｌ 1. 2 ㎞

Ｒ 3. 6. 1 6 供 用
Ｌ 2 ㎞

Ｗ 1 4 ／ 6. 5 ｍ （ 2 車 線 ）

石 岡 小 美 玉
ス マ ー トI C

石 岡 小 美 玉 ス マ ー ト イ ンタ ー ア ク セ ス 道 路 で も あり 、 ま た 、 こ の 沿 線 地 域 の生 活 道 路 で も あ り 、 地 域 発展 の た め の 重 要 な 幹 線 道 路な の で す 。 本 当 に 、 開 通 して よ か っ た で す 。　
こ の 連 載 も 、 こ れ が 最 終

回 で す 。 最 後 に 一 言 。　
私 は 「 元 気 」 と い う 言 葉

が 大 好 き で す 。  「 茨 城 の 元気 は 土 木 部 か ら 」 な ど と 言い な が ら 、 私 た ち は み ん なで 頑 張 っ て き た の で す 。

新 聞 連 載 し た 全  5 0  回 収 録

2 0 2 3 年 （ 令 和 5 年 ）1 月 か ら シ リ ー ズ 化 し 、2 0 2 4 年 （ 令 和 6 年 ）1 2 月 を も っ て 、

全 5 0 回 の 新 聞 連 載 が 終 了 す る 「 茨 城 の 公 共 ・ 公 益 事 業 」 ～ 歴 史 を た ど り 、 後

世 に 残 す ～ が 、 ご 購 読 者 様 か ら の 好 評 に よ り 、 書 籍 化 を 決 定 。 年 明 け 1 月 、 い

よ い よ 1 冊 の 本 と し て 、 発 行 致 し ま す 。 茨 城 県 の 土 木 行 政 に 深 く 携 わ り 、 数 え

き れ な い ほ ど 多 く の 工 事 を 手 掛 け て き た 渡 邊 一 夫 さ ん （ 弊 社 顧 問 ） と 、 そ の

工 事 に 関 わ っ た 人 た ち が 語 る 思 い 出 深 い 工 事 、 そ の 経 緯 ・ 歴 史 を 記 録 と し て

残 し ま し た 。 公 共 事 業 の 推 進 に ロ マ ン を 抱 き 、 県 土 発 展 と 地 域 の 財 産 を 築 き

上 げ た 人 た ち の 壮 大 な 物 語 で す 。 ど う ぞ 、 手 に と っ て お 読 み く だ さ い 。

～ 歴 史 を た ど り 、 後 世 に 残 す ～
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